
自
由
民
主
党・公
明
党
と
の
予
算
要
望

ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
意
見
交
換
実
施

　

日
政
連
神
奈
川
県
本
部
で

は
、令
和
３
年
７
月
16
日
（
金
）

に
予か

ね

て
よ
り
各
支
部
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
土
地
・
住
宅
政
策
等

に
関
す
る
事
項
を
実
現
す
る
た

め
、
神
奈
川
県
庁
新
庁
舎
９
階

第
５
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合

会
が
主
催
す
る
予
算
要
望
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
出
席
し
、
有
意
義
な

意
見
交
換
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

県
本
部
か
ら
は
山
﨑
副
本
部

長
兼
幹
事
長
、井
上
副
本
部
長
、

沼
澤
横
須
賀
支
部
長
、
久
野
さ

が
み
支
部
長
、
米
田
政
務
委
員

長
の
役
員
５
名
が
出
席
し
、
国

松
誠
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
支

部
連
合
会
の
役
員
に
対
し
て
以

下
の
要
望
事
項
を
陳
情
し
ま
し

た
。

〈
国
へ
の
要
望
事
項
〉

①�

道
路
法
第
47
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
車
両
制
限
令
の

緩
和
に
つ
い
て
（
国
土
交
通

省
）

②�

供
託
制
度
に
つ
い
て
（
法
務

省
）

③�

生
産
緑
地
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
（
国
土
交
通
省
）

④�

老
朽
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
に
つ

い
て
（
国
土
交
通
省
・
経
済

産
業
省
）

⑤�

埋
蔵
物
包
蔵
地
の
調
査
の
扱

い
に
つ
い
て
（
文
化
庁
）

⑥�

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支

援
に
つ
い
て（
国
土
交
通
省
）

〈
県
へ
の
要
望
事
項
〉

①�

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

設
定
に
つ
い
て
の
問
題
点

（
県
土
整
備
局
）

②�

空
き
家
の
耐
震
診
断
・
耐
震

工
事
の
補
助
金
に
つ
い
て

（
く
ら
し
安
全
防
災
局
）

③�

宅
地
建
物
取
引
業
者
に
従
事

す
る
宅
地
建
物
取
引
士
へ
の

情
報
開
示
に
つ
い
て
（
県
土

整
備
局
）

④�
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支

援
に
つ
い
て（
県
土
整
備
局
）

　

こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
９
月
13
日
及
び

10
月
22
日
に
自
由
民
主
党
神
奈

川
県
支
部
連
合
会
よ
り
回
答
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
い
ず
れ
の

要
望
も
叶
え
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ら
の
陳
情
案
件
は

速
や
か
な
解
決
が
困
難
な
事
案

で
も
あ
り
、今
後
も
根
気
よ
く
、

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
総
本

部
と
同
期
し
、
要
望
活
動
を
継

続
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
望
事
項

は
、令
和
３
年
７
月
28
日
（
水
）

公
明
党
神
奈
川
県
議
会
議
員
団

と
の
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ

も
提
出
さ
れ
、
協
会
か
ら
は
自

民
党
へ
の
要
望
の
時
と
同
じ
メ

ン
バ
ー
が
出
席
、
公
明
党
か
ら

出
席
の
神
奈
川
県
本
部
代
表
で

あ
る
三
浦
信
祐
氏
を
は
じ
め
と

す
る
公
明
党
神
奈
川
県
議
団
所

属
議
員
と
の
間
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

第４９回衆議院議員選挙の結果地方選挙の結果
　

第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
令
和
３
年
10
月
19
日
公
示
、

31
日
投
開
票
）
に
つ
い
て
推
薦

候
補
者
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。
当
選
し
た
衆
議
院
の
内
、

自
由
民
主
党
所
属
の
16
名
が
神

奈
川
県
本
部
顧
問
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
参
議
院
議
員

顧
問
は
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
島
村
大
議
員
、
三

原
じ
ゅ
ん
子
議
員
の
変
更
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　

地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
推
薦
候
補
者

の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

選挙区 氏　名 政党名 当　落
神奈川　第２区 菅　義偉 自由民主党 当　選
神奈川　第３区 中西　健治 自由民主党 当　選
神奈川　第４区 早稲田　夕季 立憲民主党 当　選
神奈川　第４区 浅尾　慶一郎 無所属 落　選
神奈川　第５区 坂井　学 自由民主党 当　選
神奈川　第６区 古川　なおき 自由民主党 当　選
神奈川　第７区 鈴木　馨祐 自由民主党 当　選
神奈川　第８区 三谷　英弘 自由民主党 当選（比）
神奈川　第９区 中山　展宏 自由民主党 当選（比）
神奈川　第９区 笠　ひろふみ 立憲民主党 当　選
神奈川　第10区 田中　和徳 自由民主党 当　選
神奈川　第11区 小泉　進次郎 自由民主党 当　選
神奈川　第12区 星野　剛士 自由民主党 当選（比）
神奈川　第13区 甘利　明 自由民主党 当選（比）
神奈川　第14区 あかま　二郎 自由民主党 当　選
神奈川　第15区 河野　太郎 自由民主党 当　選
神奈川　第16区 義家　弘介 自由民主党 当選（比）
神奈川　第16区 後藤　祐一 立憲民主党 当　選
神奈川　第17区 牧島　かれん 自由民主党 当　選
神奈川　第18区 山際　大志郎 自由民主党 当　選

比　例 上田　勇 公明党 落　選

選挙名 投開票日 氏　名 当　落

横須賀市長選挙 令和３年
６月27日 上地　克明 当　選

横浜市長選挙 令和３年
８月22日 小此木　八郎 落　選

鎌倉市長選挙 令和３年
10月17日 松尾　崇 当　選

川崎市長選挙 令和３年
10月31日 福田　紀彦 当　選

横須賀市長選挙に現職で再選に挑む上地克明氏を激励しに
推薦状をお届けして参りました。

全日本不動産政治連盟 神奈川県本部こんな活動をしています
〒220-0004
横浜市西区北幸1-11-15
横浜STビル6F
TEL. 045-324-2001
FAX. 045-324-2006
発行人：秋山　始
編集人：片山　好正 No.7かながわ日政連
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県
議
・
市
議
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催

2
湘
南
支
部

　

令
和
３
年
10
月
29
日
（
金
）、

井
上
支
部
長
、
西
岡
副
支
部
長

の
２
名
が
永
田
ま
り
な
県
議
会

議
員
事
務
所
を
訪
問
し
、
神
奈

川
県
会
議
員
永
田
ま
り
な
氏
と

席
を
交
え
、
以
前
か
ら
県
に
要

望
し
て
い
た
七
里
ガ
浜
海
岸
の

浸
食
防
止
対
策
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
際
、
鎌
倉
市
の
事

業
で
あ
る
「
鎌
倉
ス
ク
ー
ル
コ

ラ
ボ
フ
ァ
ン
ド
」
へ
の
寄
付
の

提
案
が
な
さ
れ
、湘
南
支
部
は
、

市
の
要
望
に
応
え
る
形
で
２
月

に
10
万
円
の
寄
付
を
実
施
し
、

後
日
５
月
31
日
（
火
）
に
は
鎌

倉
市
役
所
を
訪
問
し
、
井
上
支

部
長
よ
り
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

教
育
長
岩
岡
寛
人
氏
へ
目
録
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
３
月
11
日

（
金
）
に
は
井
上
支
部
長
、
岡

本
副
支
部
長
、矢
部
副
支
部
長
、

松
本
総
務
副
委
員
長
の
4
名
が

小
田
原
市
議
会
議
長
室
を
訪
問

し
、
小
田
原
市
議
会
議
長
大
川

裕
氏
を
は
じ
め
と
す
る
市
議
会

議
員
と
席
を
交
え
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
小
田
原
市
の
空
き
家
問
題
に

つ
い
て
も
触
れ
、
小
田
原
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
ラ
ビ
ー
ネ
ッ
ト
を
空
き
家
問

題
解
消
の
た
め
に
活
用
で
き
な

い
か
と
い
っ
た
提
案
を
い
た
し

ま
し
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
令
和
３

年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
新
し
い
生
活

様
式
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
全
日
本

不
動
産
政
治
連
盟
神
奈
川
県
本
部
に
お

い
て
も
、
地
域
政
経
懇
談
会
の
中
止
な

ど
、
活
動
が
限
ら
れ
た
中
、
国
や
県
、

政
党
、
議
員
各
位
に
対
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
活
動
と
し
て
、
積
極
的
な
要

望
活
動
、
意
見
交
換
、
選
挙
協
力
な
ど

に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
本
誌

の
よ
う
な
活
動
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
こ
そ
は
、
平
成
31
年
２
月

に
発
足
し
た
神
奈
川
県
議
会
議
員
を
顧

問
と
す
る
全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会
を

本
格
的
に
再
開
し
、
要
望
実
現
の
た
め

の
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
最
後
に
、
本
誌
の
発
行
に

際
し
、
皆
様
よ
り
全
日
本
不
動
産
政
治

連
盟
神
奈
川
県
本
部
の
活
動
に
対
し
、

多
大
な
る
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
し
、
本
稿
を
以
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

組
織
広
報
委
員
長

�

片
山　

好
正

　
編
集
後
記

　

令
和
４
年
３
月
28
日
（
月
）、

日
政
連
神
奈
川
県
本
部
が
主
催

で
、
横
浜
支
部
が
企
画
・
主
務

担
当
と
し
て
政
経
懇
談
会
を
横

浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

・
政
経
懇
談
会

　

政
経
懇
談
会
は
、
自
民
党
所

属
横
浜
市
会
議
員
で
構
成
す
る

横
浜
支
部
顧
問
議
員
団
18
名
の

う
ち
11
名
と
会
員
34
社
（
合
計

41
名
）に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

星
野
広
行
副
支
部
長
の
進
行

令
和
３
年
度

政
経
懇
談
会
開
催

1
横
浜
支
部

顧問議員名簿

の
も
と
、
秋
山
始
全
日
本
不
動

産
政
治
連
盟
会
長
・
神
奈
川
県

本
部
本
部
長
及
び
佐
々
木
富
見

夫
支
部
長
、
顧
問
議
員
団
の
一

員
で
会
員
で
も
あ
る
梶
村
充
市

会
議
員
の
ご
挨
拶
の
後
、
顧
問

議
員
団
の
皆
様
に
、
委
嘱
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

顧
問
議
員
団
は
、
令
和
２
年

第
４
回
の
支
部
役
員
会
に
お
い

て
結
成
が
承
認
さ
れ
た
も
の
の
、�

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
、
発
足

後
の
活
動
を
休
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、�

晴
れ
て
今
回
の
政
経
懇
談
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、神
奈
川
県
本
部
よ
り
、

自
民
党
横
浜
市
連
へ
の
寄
付
の

贈
呈
に
続
き
、
顧
問
議
員
団
の

皆
様
か
ら
お
ひ
と
り
ず
つ
市
政

報
告
を
頂
き
、
そ
の
後
、
出
席

し
て
い
る
会
員
か
ら
の
質
問
に

顧
問
議
員
団
の
皆
様
が
回
答
す

る
形
で
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

・
懇
親
会

　

政
経
懇
談
会
に
引
き
続
き
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ

め
に
高
長
谷
英
雄
副
支
部
長
が

開
催
を
宣
言
し
、
秋
山
始
全
日

本
不
動
産
政
治
連
盟
会
長
・
神

奈
川
県
本
部
本
部
長
が
主
催
者

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

ご
出
席
頂
い
た
顧
問
議
員
の
先

生
方
ひ
と
り
ひ
と
り
に
つ
い
て

改
め
て
ご
紹
介
し
、
代
表
し
て

梶
村
市
会
議
員
よ
り
ご
挨
拶
を

賜
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
地
域
ご
と
に

テ
ー
ブ
ル
を
分
け
て
議
員
の
先

生
方
と
会
員
に
座
っ
て
頂
き
、

引
き
続
き
活
発
な
意
見
交
換
の

場
と
な
り
、
瞬
く
間
に
約
２
時

間
に
及
ぶ
懇
親
会
は
た
い
へ
ん

盛
況
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

左から秋山本部長、梶村充市会議員、佐々木支部長

挨拶をする山﨑副本部長
兼幹事長

挨拶をする梶村充市会議員

ブロック 行政区 氏　名

１

青葉区 横
よこ

山
やま

　 正
まさ

人
と

都筑区 草
くさ

間
ま

　　 剛
つよし

緑区 鴨
かも

志
し

田
だ

 啓
けい

介
すけ

２

港北区 福
ふく

地
ち

　 　茂
しげる

鶴見区 東
あずま

 　みちよ

鶴見区 山
やま

田
だ

 　一
かず

誠
まさ

３

神奈川区 藤
ふじ

代
しろ

　 哲
てつ

夫
お

神奈川区 小
こ

松
まつ

　 範
のり

昭
あき

西区 清
し

水
みず

　 富
とみ

雄
お

４
瀬谷区 川

かわ

口
ぐち

　　 広
ひろ

保土ヶ谷区 青
あお

木
き

　 亮
りょう

祐
すけ

５

磯子区 山
やま

本
もと

　 尚
たか

志
し

金沢区 高
たか

橋
はし

 のりみ

中区 伊
い

波
なみ

 俊
とし

之
の

助
すけ

南区 遊
ゆ

佐
さ

 　大
だい

輔
すけ

６

泉区 梶
かじ

村
むら

 　　充
みつる

港南区 瀬
せ

之
の

間
ま

 康
やす

浩
ひろ

戸塚区 鈴
すず

木
き

 　太
た

郎
ろう

左
か
ら
西
岡
副
支
部
長
、
井
上
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“日政連”入会のご案内
　日政連は国会議員、県会議員、市会議員等及び各行政に対して中
小不動産業者及び国民のための政策実現と消費者利益に資する要望
活動を行っています。

● �入会した事により、地域の市会議員の先生方との会合に出
席する機会が定期的にあり、交流を持つことが出来るよう
になりました。それにより、行政に対して各種調整などを
お願いしやすくなりました。不動産業を自ら営む立場であ
るのならば、『全日本不動産政治連盟』に加盟し先生方と
の交流を持つ機会を得ることは、大変重要で、『日政連』
に加盟して本当に良かったと思います。

お問い合わせ
全日本不動産政治連盟神奈川県本部
横浜市西区北幸1-11-15　横浜STビル6階
TEL：045-324-2001／FAX：045-324-2006

入会に必要な費用（全日との同時入会をお願いします。）
入会金 年会費
50,000円 5,000円

※�入会資格は全日会員の代表者個人
※�入会金ならびに会費は所得金額か
らの控除はできません。

● �行政が管理している建物を借りている障碍者施設と学童
保育が老朽化で立退きを要求され、職員と保護者から移
転先の相談がありました。直ぐに市会議員に連絡し、選
挙期間中であるにも関わらず駆けつけていただき、移転
について対応いただきました。

『全日神奈川政策研究会』
神奈川県本部では、県内の不動産業の成長、発展、活性化を促進し、
県民生活の向上を目指すため、政権政党である自由民主党所属神奈
川県議会議員11名を顧問に全日神奈川政策研究会を設立

入会者の声

　全日本不動産政治連盟は不動産業者の権益擁護を目的とし、さら
に消費者の市場選択の自由や不動産業界の社会的地位向上を図るた
め、公益社団法人全日本不動産協会を母体として設立された歴史あ
る政治団体です。

設立趣旨

『全日本不動産政策推進議員連盟』
現在の政権政党である自由民主党所属国会議員との連携を密にし、
政策実現を図るべく全日本不動産政策推進議員連盟を設立

行政権を持つ政権政党との連携

日政連　神奈川 検 策

▼宅地建物取引主任者を宅地建物取引士へ
▼登記手数料減額を実現
▼住宅ローン控除等の要件緩和（床面積要件の引き下げ）
▼銀行及び郵政事業会社の不動産業参入阻止を実現

活動成果事例
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